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18　難治性胸水に対するDenver(R)胸腔―腹腔

シャントによる治療経験の1例
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症例は79才男性，76才時に肝不全，ネフロー

ゼを発症し，78才時より腹水著明となり入退院を

繰り返していた．平成16年4月より腹水コント

ロールの為，当院腎臓内科にて腹水透析を導入し，

病状は一時改善していた．しかし6月16日より

呼吸困難を認め，胸部Ⅹ－p上大量の右胸水を認

めた．4ケ月にわたり胸腔穿刺排液を頻回に施行，

胸膜癒着療法も4度試みたが，いずれも胸水コン

トロールが出来ない為，Denver⑧胸腔一腹腔シャ

ントチューブを挿入した．

術後，シャントは有効に働き，胸水はコントロ

ールされたので報告する．

19　上肢動脈閉塞症に対する血行再建の経験
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上肢の動脈閉塞症は比較的稀な疾患であり，そ

の原因は様々である．2001年10月から2004年9

月までに当科で3例の上肢動脈閉塞症に対して血

行再建術を施行したので報告する．

〔症例1〕胸郭出口症候群による左鎖骨下動脈狭

窄・上腕動脈血栓塞栓症．

〔症例2〕閉塞性動脈硬化症による左鎖骨下動脈

閉塞症．

〔症例3〕乳癌術後の放射線照射に起因する左鎖

骨下動脈の閉塞症であった．

それぞれの症例に適した血行再建術を施行し良

好な結果を得た．
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20　高齢者の腹部大動脈瘤（AAA）手術症例の

検討
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1996年1月～2004年10月に当科で施行した

AAA：251例中，80歳以上の45例であった．年齢

は80歳～97歳（平均83．0歳），待機手術例畠7

例，破裂8例であった．在院死亡は破裂例の2例

のみであった．待機手術症例の在院日数は17～

61日（平均29．7日）であり，80歳未満症例（平

均30．7日）と差を認めなかった．高齢者の手術成

績は良好であり，積極的な待機手術施行が妥当と

考えられた．

21当科での90歳代手術症例55例の検討
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【目的】高齢者の手術内容の変化を分析するこ

とを目的とした．

【対象・方法】1981年1月から2004年10月ま

で当科で行った90歳代の入院手術症例を8年毎

に前，中，後期に分け比較検討した．

【結果】手術例は前期：2例，中期：16例，後

期：37例だった．悪性疾患症例と緊急手術症例

は各々前期：1例（50％），0例，中期：9例

（56％），8例（50％），後期：11例（30％），14

例（38％）で，緊急手術例における良性疾患症例

は前期：0例，中期：5例（63％），後期：14例

（100％）だった．良性疾患での待機手術例は前

期：1例（50％），中期：2例（13％），後期：

12例（32％）だった．

【結語】当科での90歳代の手術症例は著明な増

加傾向があり，特に良性疾患症例の緊急および待

横手術例が多くなり，手術適応となる疾患の変化

が認められた．


